
ありがとうございました  

校 長  猿 渡  功 

       

今日は、久しぶりに気温もぐんと下がり、朝から雨がしとしとと降り続
いている。 
あさっては、第４８回の卒業式が挙行される。今日は、最後の練習が
行われた。 
３月は、「別れの季節」。これまで本校の為にいろんな方面からご尽
力くださった先生方と別れる。 子どもたちの中にも、転校で、武岡を離
れる子どもたちもいる。 「今日という同じ日は、二度とやってはこない
のだ。」 

 
いつもより綺麗に教室を掃除する子どもたちがいた。 
いつもより明るく元気に最後の委員会のあいさつ運動をする子ども
たちがいた。 
いつもより丁寧に、飼育小屋を掃除する子どもたちがいた。 
いつもよりハイテンションで、友達と触れ合う子どもたちがいた。 
放課後、先生と、二人で学習をする子どもたちがいた。 
漢字学習で、「ノートを４冊書きあげました」といって見せに来る子ど
もがいた。 
「先生は、いつまで武岡小学校にいるの？」そう聞いてくる子供たち
がいた。 

   
いろんな縁や奇跡が重なって、この武岡で出会った。 

 
「どういう手立てをしたらいいのだろうか？」「善悪を自分で判断で
きるよう、どんな声かけをしたらいいだろうか？」「子どもが学びに向か
うには、どんな働き掛けをしたらいいのだろうか？」「子どもたちが忘れ
物を少しでも無くすにはどうしたらいいのだろう？」 等々。 
完璧な解答は、できないのかもしれないが、教職員で情報共有をし
ながら、子どもたちに、どんなことを伝えるかを検討し、実践してきた。 
先生と子供たちとの対話。教職員同士の対話。子ども同士の対話。
保護者との対話。そして、保護者同士の対話。 常に、「対話」を通して、
解決の道を探ってきた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和５年度がまもなく終わる。春休み中、次の学
年に向けて、いいスタートがきれるよう「心と身体」
を準備してもらえると嬉しい。 
何より、子どもたちが大きな怪我や事故に遭わな
い様にと願いながら、来たる令和６年４月８日を待っ
ている。 
保護者の皆様、地域の皆様のこれまでのご理解
とご協力に改めて、感謝申し上げたい。 本当にあり
がとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 みっかんざか 
３月号（令和６年３月２１日発行） 

鹿児島市立武岡小学校 
 

 鹿児島市の 6年生を集めての「こころの劇場」が
3 年ぶりに開催されました。子どもたちを無料で招
待して演劇の感動を届けようというプロジェクトで
す。今回の演劇は「エルコスの祈り」でした。 

子どもたちは、 
思いやりの心 
や許す心の尊 
さなど多くのこ 
とを感じたよう 
でした。 

 

８日（月） 新任式・始業式・入学式 
９～1１日  身体計測・視力検査 

1２日（金） １年生給食開始 
１３日（土） 土曜授業日，知能検査 （２・４・６年） 
16日(火) 住所確認～23日  
18日(木) 全国学力・学習状況調査 （6年） 
1９日（金） 学級ＰＴＡ・学年ＰＴＡ  こすひま開級式 
           PTA新旧運営委員会          
22日(月)～23日（火） NRT検査 （２・４・６年） 
24日(水) 1年生を迎える会 
2６日（金） 授業参観、PTA総会 
 

 

 汗が流れる暑い日も、凍えるような寒さの日も、
雨の日も、風の日も、武岡小の子どもたちをたくさ
んの方が見守ってくださっています。そんなサポータ
ーの方へのお礼の式を行いました。一年間、大きな
事故が起こらなかったのもサポーターの方々のお
かげです。本当にありがとうございました。 
 

 

 

 毎年恒例の「６年生を送る会」と「お別れ遠
足」を行いました。 
 「６年生を送る会」では、各学年が感謝の気
持ちを込めて、6 年生に歌や応援、メダルなど
様々な形で出し物をしました。6 年生を思う気
持ちが伝わってきて会場全体が温かい雰囲気
になりました。 
 一つ一つの行事を通して、卒業を実感する 6
年生でした。 
今回の「お別れ遠足」は明和中央公園が工事

のため使えず、武岡中央公園を各学年で時間を
ずらしながら使った学校遠足となりました。移
動がない分、思う存分に遊ぶことができまし
た。教室にシートを引いてのお弁当も、新鮮だ
ったようです。 
 

 

 

 



 

 

 

 


